
議

会

だ

よ

り

　

―
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
決
・
認
定
等
―

平
成
27
年
第
３
回
定
例
議
会
は
、９
月
３
日
招

集
さ
れ
、11
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、６
名
の
議
員
が
町
政
に
つ
い

て
一
般
質
問
等
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、可
決・認
定
等
さ
れ
た
案
件
の
大
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

条
例
案
件

◆
吉
野
町
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て　
　

     　
　
　

    （
否
決
）

◆
吉
野
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
こ
と
に
つ
い
て 　
　
　

  　
（
可
決
）

社
会
保
障・税
番
号
制（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
一
部
が
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
吉
野
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て                         

（
可
決
）

社
会
保
障・税
番
号
制（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
条
例
の
一
部
が
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
吉
野
町
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築

物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て 　
　
　

  　
　
　
　

   （
可
決
）

西
谷
地
区（
大
槌
田
地
区
）に
か
か
る
建
築
物

等
の
制
限
に
関
す
る
条
例
制
定
で
す
。

予
算
案
件

 ◆
平
成
27
年
度
吉
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
案
）第
５
号
に
つ
い
て　
　
　
　

   

（
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
、０
５
５
万
９
千
円
を
追
加
し
、総
額
59
億
５

７
７
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、大
字
施
設
整
備
等
助
成
金
、地

域
バ
ス
運
行
事
業
、こ
ど
も
園
管
理
事
業
、西
谷

地
区
河
川
管
理
事
業
、ふ
る
さ
と
吉
野
定
住
促

進
奨
学
金
貸
付
金
、文
化
財
紹
介
映
像
多
言
語

化
事
業
、災
害
復
旧
関
係
事
業
に
か
か
る
増
額

補
正
で
す
。

◆
平
成
27
年
度
吉
野
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
案
）第
１
号
に
つ
い
て   　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　

  （
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
、３
０
８
万
９
千
円
を
追
加
し
、総
額
15
億
１
、

６
５
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、国
庫
補
助
金
の
確
定
に
よ
る
返

還
金
等
の
増
額
で
す
。

◆
平
成
27
年
度
吉
野
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
案
）第
１
号
に
つ
い
て                              

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    （
可
決
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

15
万
円
を
追
加
し
、総
額
１
億
４
、６
９
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、国
庫
補
助
金
の
確
定
に
よ
る
返

還
金
等
の
増
額
で
す
。

◆
平
成
27
年
度
吉
野
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
案
）第
１
号
に
つ
い
て   （
可
決
）

既
定
の
保
険
事
業
勘
定
予
算
総
額
に
、歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
６
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、総

額
12
億
４
、０
０
１
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
、財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増

額
、国
庫
支
出
金
の
確
定
に
よ
る
返
還
金
の
増

額
補
正
で
す
。

◆
平
成
27
年
度
吉
野
町
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
案
）第
２
号
に
つ
い
て   （
可
決
）

　

主
な
も
の
は
、上
下
水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
賃
貸

契
約
に
か
か
る
債
務
負
担
行
為
を
定
め
た
補
正

で
す
。

決
算
案
件

 ◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て 　
　
　

     

（
認
定
）

◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

　

　
　
　

     　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
認
定
）

◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て 

　
　
　
　

     　
　
　
　
　
　
　

   

（
認
定
）

◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て   

（
認
定
）

◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

（
認
定
）

◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て（
認
定
）

◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
認
定
）

◆
平
成
26
年
度
吉
野
町
土
地
開
発
基
金
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て　
（
認
定
）

　
以
上
８
件
の
認
定
、６
〜
７
頁
別
表
の
と
お
り
。

契
約
案
件

◆
吉
野
山
地
区
簡
易
水
道
統
合
事
業
送
配
水

管
布
設
替
工
事（
蔵
王
堂
〜
低
区
配
水
池
）

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て　
　
　
（
可
決
）

・
契
約
方
法　
　
　
　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額　
　
　
　

７
５
、２
７
６
、０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方　
　

 

株
式
会
社　

ダ
イ
シ
ン

　

代
表
取
締
役　

和
田 

茂
樹（
吉
野
町
平
尾
）

◆
吉
野
山
地
区
簡
易
水
道
統
合
事
業
低
区
配

水
池
築
造
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
（
可
決
）

・
契
約
方
法　
　
　
　
　
　
　

指
名
競
争
入
札

・
契
約
金
額　
　
　

１
３
６
、０
８
０
、０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方　
　

株
式
会
社　

上
田
工
務
店

　

代
表
取
締
役　

上
田 

秀
幸（
吉
野
町
宮
滝
）

◆
吉
野
山
地
区
簡
易
水
道
統
合
事
業
南
院
谷

浄
水
場
築
造
工
事
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　
　
（
可
決
）

・
工
事
請
負
金
額

　
　

変
更
前　
　
　

４
０
０
、６
８
０
、０
０
０
円

　
　

変
更
後　
　
　

４
３
８
、４
８
０
、０
０
０
円

・
契
約
の
相
手
方　
　

　

日
立
造
船
株
式
会
社（
大
阪
市
）

そ
の
他
の
案
件

◆
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く
吉
野
町
健
全

　

化
判
断
比
率
等
の
報
告
に
つ
い
て   

（
受
理
）

　

町
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て
、書

類
が
適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、比
率
は
基
準

と
比
較
す
る
と
概
ね
適
正
で
あ
る
と
の
監
査
委

員
の
審
査
意
見
書
が
添
付
さ
れ
報
告
さ
れ
ま
し

た
。７
頁
の
と
お
り
。

◆
町
道
の
認
定
に
つ
い
て 　
　
　

  　
（
可
決
）

①
吉
野
113
号
線　

１
８
８
．１
Ｍ

②
竜
門
21
号
線　

７
４
２
．９
Ｍ

③
竜
門
23
号
線
８
６
２
８
．３
Ｍ

④
竜
門
121
号
線　
　

９
５
．９
Ｍ

◆
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て 　
　
　

  　
（
可
決
）

①
竜
門
21
号
線
３
４
２
４
．３
Ｍ

②
竜
門
23
号
線
１
３
５
９
．５
Ｍ

③
竜
門
121
号
線
３
８
６
６
．３
Ｍ

④
竜
門
122
号
線
１
７
２
３
．９
Ｍ

◆
町
道
の
変
更
に
つ
い
て 　
　
　

  　
（
可
決
）

①
国
栖
67
号
線　

８
３
５
．３
Ｍ

②
中
竜
門
79
号
線
８
９
０
．６
Ｍ

◆
そ
の
他

　

議
員
派
遣
に
つ
い
て
な
ど
、各
委
員
会
の
所
管

地
域
リ
ー
ダ
ー・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

人
財
塾　

全
過
程
終
了

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

　
　
　
　
　

桜
基
金
寄
附

　
　
　
　
　

桜
基
金
寄
附

4
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事
項
に
関
す
る
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
選
任
同
意

◆
吉
野
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て      

（
同
意
）           

本
年
10
月
14
日
を
も
っ
て
、町
教
育
委
員
会

委
員　

河
崎 

千
鶴 
氏
の
任
期
が
満
了
す
る
た

め
、大
石 

さ
ゆ
り 

氏（
楢
井
）を
任
命
す
る
こ
と

に
つい
て
、議
会
の
同
意
を
得
た
も
の
で
す
。

意 

見 

書

 ◆「
国
際
平
和
支
援
法
案
」お
よ
び「
平
和
安

全
法
制
整
備
法
案
」の
慎
重
審
議
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て　
　
　

  

（
可
決
）

　

提
出
議
員　
　

薮
坂
眞
佐　

議
員

　

賛
成
議
員　

   

辻
本　

茂　

議
員

一
般
質
問

次
の
と
お
り
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
西
澤 

巧
平  

議
員
か
ら

　

・
新
病
院
に
関
わ
る
便
利
な
バス
運
行
に
つい
て

　

・
全
て
の
住
民
に
や
さ
し
い
ゴ
ミ
対
策
に
つい
て

◆
上
滝 

義
平  

議
員
か
ら

　

・
史
跡 

宮
滝
遺
跡
に
つい
て

　

・
介
護
支
援
に
つい
て

　
　
（
ホ
ー
ム
ヘル
パ
ー
、介
護
士
）

　

・
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
に
つい
て（
木
造
住
宅
）

　

・
総
合
政
策
課
の
内
容

◆
大
村　
陽  

議
員
か
ら

　

・
町
の
財
政
問
題
に
つい
て

◆
辻
本　
茂  

議
員
か
ら

　

・「
健
康
長
寿
日
本
一・子
育
て
日
本
一
を
目

　

指
す
、そ
の
成
果
と
今
後
の
目
標
と
諸
課

地
域
リ
ー
ダ
ー・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

人
財
塾　

全
過
程
終
了

地
域
リ
ー
ダ
ー・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

人
財
塾　

全
過
程
終
了

地
域
リ
ー
ダ
ー・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

人
財
塾　

全
過
程
終
了

　

題
」に
つい
て

　

・「
Ｍ
Ｅ
資
格
取
得
等
行
政
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

　

プ
」に
つい
て

◆
薮
坂 

眞
佐 

議
員
か
ら

・
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
吉
野
町
創
生

　
　

の
た
め
に

◆
野
木 

康
司  

議
員
か
ら

　

・
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に
つい
て

そ
れ
ぞ
れ
質
問
が
行
わ
れ
、町
長
及
び
関
係

参
事
等
が
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

全
５
回
の
地
域
リ
ー
ダ
ー・プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人

財
塾
の
最
終
日
と
な
っ
た
９
月
14
日
、会
場
と

な
っ
た
吉
野
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
は
地

域
活
性
化
に
関
心
の
あ
る
住
民
の
方
や
役
場
職

員
な
ど
、お
よ
そ
30
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
人
財
塾
は
内
閣
官
房
シ
テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、現・吉
野
町
特
別
参
与
で
あ
る
木
村
俊

昭
氏
を
塾
長
に
迎
え
、実
学・現
場
重
視
の
視
点

を
学
び
、実
践
す
る
地
域
リ
ー
ダ
ー・プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
役
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
６
月
よ
り

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

最
終
回
の
テ
ー
マ
は『
全
国
事
例
研
究
〜

W
h
y 

s
o
? 

S
o 

w
h
a
t
〜
』『
構
想

の
発
表
』。こ
の
日
は
、『「
で
き
な
い
」を「
で
き

る
！
」に
変
え
る
実
現
力
』と
題
し
て
、地
域
活

性
化
の
動
向
や
取
り
組
み
事
例
、学
校
が
ま
ち
づ

く
り
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
と
、地
域
リ
ー
ダ
ー・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
人
財
の
重
要
性
、木
村
モ
デ
ル

「
五
感
六
育
」の
推
進
、広
聴
重
視
の
視
点
な
ど
、

笑
顔
、感
動
と
感
謝
の
ま
ち
づ
く
り・ひ
と
づ
く

り
の
ポ
イ
ン
ト
に
つい
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、「
笑
顔
、感
動
と
感
謝
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
、塾
生
が
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、ワ
ー
ル
ド・カ
フ
ェ
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
対
話

が
行
わ
れ
、そ
の
ま
と
め
と
し
て
公
民
館
の
利
活

用
や
見
直
し
、地
区
の
人
々
が
集
ま
る
場
所
づ
く

り
が
大
切
、祭
な
ど
を
大
切
に
し
て
世
代
間
の
交

流
を
図
る
、事
業
構
想
し
て
楽
し
む
、笑
い
の
場

所
づ
く
り
も
大
切
な
ど
、グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ

た
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

全
過
程
を
終
了
し
た
後
、木
村
塾
長
は
塾
生

に「
現
状
や
あ
る
べ
き
姿
を
理
解
し
た
上
で
事
業

構
想
し
、分
か
り
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
で
納
得・理
解

し
て
い
た
だ
き
、多
く
の
人
と
情
報
共
有
し
、み

ん
な
で
一
緒
に
や
っ
て
い
く
環
境
づ
く
り
が
大

切
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

　
　
　
　
　

桜
基
金
寄
附

　
　
　
　
　

桜
基
金
寄
附

　
　
　
　
　

桜
基
金
寄
附

　
　
　
　
　

桜
基
金
寄
附

　
　
　
　
　

桜
基
金
寄
附

９
月
26
日
イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
和
郡
山
店
に
て
、

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
か
ら
吉
野
山
の
桜
保
全
継

承
を
応
援
す
る
電
子
マ
ネ
ー「
吉
野
さ
く
ら

W
A
O
N
」カ
ー
ド
利
用
額
の
一
部
１
８
９
万
７
、

４
９
１
円
の
寄
附
を
受
け
ま
し
た
。

「
吉
野
さ
く
ら
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
カ
ー
ド
」は
、吉
野
町

の
産
業・観
光
振
興
及
び
地
域
の
発
展
の
た
め
に

平
成
23
年
２
月
に
吉
野
町
と
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
が

交
わ
し
た
業
務
提
携
の
一
環
で
、吉
野
の
桜
の
保

全
を
目
的
に
発
行
さ
れ
、こ
の
カ
ー
ド
の
利
用
額

の
一
部
が
吉
野
桜
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

吉
野
山
の
桜
を
今
後
も
保
護
し
継
承
し
て
い

く
た
め
、こ
れ
ら
の
寄
付
金
は
有
効
活
用
さ
れ
て

い
き
ま
す
。

ワ　

オ　
ン

写真右よりイオンリテール㈱ 執行役員近畿・北陸カンパニー
後藤支社長、北岡町長、吉野町商工会 貝谷事務局長
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